










も少ない四国地方には全体の 0.6％、4 県合わせても 1,826 人しかいない（日本学生支援機











































 調査協力者について、表 1 に示す（2019 年 3 月 18 日現在）。また、以前と現在の居住
地域の人口情報を表 2 に示す。 
表 1 調査協力者情報 
名前（性別） 国籍 所属 以前の居住地 インタビュー時間 日本語レベル 
H（女性） ベトナム 学部 1 年 岩手県 M 市 1時間 15分 N1 
M（女性） ベトナム 学部 2 年 岡山県 O 市 1 時間半 N1、J2（BJT） 
C（男性） 中国 学部 2 年 東京都 S 区 1時間 10分 N1、J2（BJT） 
表 2 三人の前居住地および現居住地の情報* 
地域 総人口【人】 在留外国人数【人】（外国人率％） 都県内留学生数【人】 
 
以前 
岩手県 1,264,329 6,550（0.5） 360 
岡山県 1,920,619 25,594（1.3） 3,331 
東京都 13,637,346 521,502（3.8） 114,833 
現在 愛媛県 1,394,339 11,591（0.8）  631 
*総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（平成 30 年 1 月 1 日現在）」、
JASSO「平成 30 年度外国人留学生在籍状況調査結果（平成 30 年 5 月 1 日現在）」参照 
 
４．調査結果 
4-1．留学生 H の場合 
 ベトナム南部の出身。ホーチミンの日本語学校で 1 年間勉強してから来日した。日本に
住んで 2 年半になる。うち１年半は、岩手県 M 市の専門学校で学んだ。岩手では学校の寮










































表 3-2 現在の満足度：1（低）～5（高） 

















余暇・趣味 4 ・旅行がしたい 
アルバイト 4.5 ・人間関係が時々難しいが、概ね満足 4.3 
 
4-2．留学生 M の場合 


































































表 4-2 現在の満足度：1（低）～5（高） 
項目 得点 理由 
平均値 









アルバイト 4.5 ・給料は普通だが自分で仕事を探せる 4.4 
 
4-3．留学生 C の場合 
中国の北東部出身。日本に来て 3 年半になる。約 1 年、日本語学校で勉強してから大
学に進学した。今は一人暮らしをしている。最初は留学が目的だったが、勉強するうちに
日本での就職も考えるようになった。日本語学校で N2 を受験したときは不合格だったが、
















も日本人との接触が多くなった。アルバイト先の食事会が 1ヶ月に 1～2回定期的にある。 
表 5-1 C の対人環境 
よく会う人 属性と関係 








































表 5-2 現在の満足度：1（低）～5（高） 





人間関係 4  
生活環境 1.5 ・交通が不便 







三人の満足度の数値をまとめると、表 6 のようになる。 
表 6 現居住地の満足度 
名前（前居住地） H（岩手県） M（岡山県） C（東京都） 全体平均値 
学習環境 4 5 2 3.7 
人間関係 日本人と 3 外国人と 5 
日本人と 5 
外国人と 4 4 4.2 
生活環境 5 4 1.5 3.5 
余暇・趣味 4 4 1.5 3.2 
アルバイト 4.5 4.5 4 4.3 
 







































文野峯子(2004)「日本語学習者と環境との相互作用に関する研究」『平成 13 年度～15 年度 











総務省 HP「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（平成 30 年 1 月 1 日現在）」 
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01gyosei02_02000177.html(2019 年 3 
月 18 日取得) 
独立行政法人日本学生支援機構(JASSO)「平成 30 年度外国人留学生在籍状況調査結果（平 
成 30年 5月 1日現在）」https://www.jasso.go.jp/sp/about/statistics/intl_student_e/2018/index.html  
(2019 年 3 月 19 日取得) 
（ふかた えり 愛媛大学） 
